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１．現在強化観測中の異常-1



１．現在強化観測中の異常-2
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１．現在強化観測中の異常-3

� 該当の可能性のある地震



２．最近の異常の検証-1
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１．電位差は27ｄB、放電時間は20分程度
２．地電位の反応は近地の可能性もある



２．最近の異常の検証-2



該当の可能性のある地震

２．最近の異常の検証-3



その後の検証

２．最近の異常の検証-4



２．最近の異常の検証-5
その後の検証



３．地電位異常のパターン
� 異常が同時に現れる

・地震性の可能性大

・震源の方向が分かる



� 片側にのみに現れる

・地震性の可能性は低い(人工雑音？)



� 矩形波状に現れる

・地震性の可能性は不明だが興味を持って注視中


